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2022年 3月号 

知っておきたい最新の動き

先端技術キーワード解説

 
 

[比誘電率を光で制御できる液晶性強誘電体] 
 

今月（2022 年 3 月）、理化学研究所から、「比誘電率を光で制御できる液晶性強誘電体」を開発したと

の興味深い報告がありました。可視光に数秒以下で応答し、比誘電率が約 100倍も変化する液晶性強誘電

体です。 

 

１．強誘電体とは 

 

「誘電体」とは、コンデンサの電極の間に使われる分極しやすい材料です。一方の電極にプラスの電位、

他方にマイナスの電位を印加すると、誘電体が分極し電荷を蓄えます。（充電）電極間の電位差がなくなれ

ば、電荷を放出します。（放電） 

誘電体の中で、自発的な電気分極（自発分極）を持ち、それを電場によって反転させられる性質がある

ものを「強誘電体」と言います。 

 

２．ネマチック液晶とは 

 

液晶とは、結晶と液体のどちらでもない中間的な状態のものです。この中で、ネマチック液晶とは、分

子の方向秩序はあるが位置秩序がないものを言います。液晶テレビやディスプレイなどで使われている、

一般的なタイプの液晶です。 

 

３．光照射によって比誘電率が変化する仕組み 

 

 強誘電性ネマチック液晶とし

て比誘電率 10,000 を越えるも

のが現れました。 

今回、強誘電性ネマチック液

晶の材料に、光応答性を持つ有

機分子を少量添加するという簡

便な方法で、可視光に応答し比

誘電率がおよそ 100倍も変化す

る材料を開発したとのことです。 

 

 具体的には、強誘電性ネマチ

ック相を示す含ジオキサンフッ

素系液晶性化合物の材料に、可

視光で光異性化反応を示す、「Azo-F」と呼ばれるアゾベンゼン基を持つ色素を少量添加したものです。 

 Azo-Fを添加した強誘電性ネマチック液晶は、緑色の光（波長 500～550nm）を照射すると比誘電率が

減少。逆に青色の光（波長 400～450nm）を照射すると比誘電率が増加しました。 
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４．今後の期待 

 

新たな光電気素子が期待できます。例えば、フォトコンデンサが実用できれば、電力需要に応じて自在

に出力電力を変化させる蓄電装置などが実現できそうです。 
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（注） 

 本解説は、執筆当時の状況に基づいて解説をしております。ご覧になる時には、状況が変わっている可

能性がありますので、ご注意をお願いします。 

 

無断転載、転用は固くお断りいたします。 
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